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第１８回若年者ものづくり競技大会で岡山県選手２名が銅賞受賞！！ 

入賞選手の産業労働部長への受賞報告会を開催します！      

   

 

 令和５年８月１日（火）～２日（水）に、静岡県で開催された第１８回若年者ものづ

くり競技大会において入賞した５名の選手の産業労働部長への受賞報告会を、次のとお

り開催しますので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 日  時  令和５年８月３１日（木） １０：３０～１１：００ 
 

２ 場  所  岡山県庁３階 特別応接室 
 

３ 内  容 

  （１）入賞選手紹介 

 （２）宮本産業労働部長お祝い挨拶 

 （３）歓談 

 （４）記念写真撮影 
 

４ 入賞選手 

賞名 競技職種名 選手名 性別 年齢 所属名 

 
 

銅 賞 
 

 

機械製図 

（ＣＡＤ） 

たかがき ひめか  
高垣 妃花 

 
女 

 
１９歳 

 
中国職業能力開発大学校 

 
造園 

もりや ともみ  
守屋 智望  

 
女 

 
１８歳 

 
岡山県立興陽高等学校 

 
 
 
 
敢闘賞 

 

 
フライス盤 

にき はづき 
 

仁木 葉月 
 

 
男 

 
２０歳 

 
中国職業能力開発大学校 

電子回路 

組立て 

えんどう しょうせい 
 

遠藤 翔世 

 
男 

 
１８歳 

 
岡山県立岡山工業高等学校 

 
自動車整備 

おぐら ゆうま  
小倉 悠真 

 
男 

 
１９歳 岡山県立北部高等技術 

専門校美作校 

  ※ 機械製図（ＣＡＤ）及び造園職種での銅賞は岡山県で初めてです。 

   また、高校生の銅賞も岡山県初です。 

 お知らせ 



＜参 考＞ 
 

第１８回若年者ものづくり競技大会について 
 
 
１ 趣  旨  若年者のものづくり技能に対する意識を高め、若年者を一人前の技能労

働者に育成していくためには、技能習得の目標を付与するとともに、技能

を競う場が必要である。                      

 このため、企業等に就業しておらず、職業能力開発施設、工業高等学校

等において、技能を習得中の原則２０歳以下の若年者を対象として「若年

者ものづくり競技大会」を開催し、若年者に目標を付与し、技能を向上さ

せることにより若年者の就業促進を図り、併せて若年技能者の裾野の拡大

を図ることを目的とする。 

 

２ 主  催  厚生労働省、中央職業能力開発協会 

 

３ 日  程  令和５年８月１日（火）～２日（水） 

        （一部の職種は、競技を先行して開催） 

 

４ 競技会場  ツインメッセ静岡、静岡県立工科短期大学校静岡キャンパス 

 

５ 競技職種  １５職種 

メカトロニクス、機械製図（ＣＡＤ）、旋盤、フライス盤、    

電子回路組立て、電気工事、木材加工、建築大工、自動車整備、  

ＩＴネットワークシステム管理、ウェブデザイン、        

業務用ＩＴソフトウェア・ソリューションズ、グラフィックデザイン、

ロボットソフト組込み、造園 

（  は岡山県選手参加職種） 

 

６ 参加選手  ３３８人（うち岡山県参加選手：７職種、１０人） 

 

７ 参加資格 

  次のいずれにも該当する者 

  （１）都道府県職業能力開発協会、公益社団法人全国工業高等学校長協会又は競技職 

   種に係る業界団体等の推薦を受けた者であること。 

  （２）参加申込申請時及び大会開催時に日本国内の職業能力開発施設、工業高等学校 

   等において技能を習得中の者であること。 

  （３）企業等へ就業していない学生、訓練生であること。 

  （４）平成１５年４月２日以降に生まれた者であること。 

  （５）当該職種への参加に相応しい技能を習得していると認められる者であること。 

  （６）校長等の所属長が、大会出場について了承した者であること。 

 

８ 岡山県参加選手人数及び入賞状況（過去５大会） 

 ・第 13回大会（平成 30年度） 参加選手６名、入賞者３名（銀賞１名、敢闘賞２名） 

 ・第 14回大会（令和元年度）   〃  ８名、 〃 ５名（敢闘賞５名） 

 ・第 15回大会（令和２年度） 中止 

 ・第 16回大会（令和３年度） 参加選手 11名、入賞者３名（敢闘賞３名） 

 ・第 17回大会（令和４年度）   〃 ８名、  〃 ３名（金賞１名、銅賞１名、 

敢闘賞１名） 


